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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被観察体像を光学的に拡大する光学的拡大機構及び撮像素子が搭載されるスコープをプ
ロセッサ装置に接続可能とし、光源及び絞りを有する光源部から出力される照明光に基づ
き被観察体を上記撮像素子にて撮像する電子内視鏡装置において、
　上記プロセッサ装置に接続したスコープが光学的拡大機構を搭載するか否かを認識する
ための認識手段と、
　光学的拡大機構を搭載するスコープにより光学的拡大が実行されているとき、上記絞り
の制御又は上記光源の出力制御により、上記光源部からの最大光量を光学的拡大が実行さ
れていないときの最大光量よりも低い光量に制限し、この制限光量以下で上記絞りにより
照明光量を制御する光量制御回路と、を設けたことを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
　光学的拡大率が高くなるのに応じて電子シャッタ速度を速くすることを特徴とする請求
項１記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】
　上記光学的拡大機構を搭載するスコープの接続時において上記光源部から出力される光
量の全開状態が所定時間継続したとき、上記光量制御回路により最大光量制限を実行する
ようにしたことを特徴とする請求項１又は２記載の電子内視鏡装置。
【請求項４】
　被観察体像を光学的に拡大する光学的拡大機構及び撮像素子が搭載されるスコープをプ
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ロセッサ装置に接続可能とし、光源及び絞りを有する光源部から出力される照明光に基づ
き被観察体を上記撮像素子にて撮像する電子内視鏡装置において、
　上記プロセッサ装置に接続したスコープが光学的拡大機構を搭載するか否かを認識する
ための認識手段と、
　光通過領域及び遮光領域が設定された最大光量制限用の回転遮光板と、
　光学的拡大機構を搭載するスコープにより光学的拡大が実行されているとき、上記回転
遮光板を上記スコープに搭載されている撮像素子の最大蓄積時間に対応した速度で回転さ
せたときの該遮光板遮光領域により、光源部から出力される最大光量を光学的拡大が実行
されていないときの最大光量よりも低い光量に制限し、この制限光量以下で上記絞りによ
り照明光量を制御する光量制御回路と、を設けたことを特徴とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電子内視鏡装置、特に光学的拡大機構を搭載するスコープをプロセッサ装置に
接続して使用する電子内視鏡装置において、スコープ先端部の発熱や過度の照明を防止す
るための構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置は、スコープ（電子内視鏡）の挿入部先端に配置したＣＣＤ（Charge C
oupled Device）等の固体撮像素子によって被観察体内を撮像しており、このＣＣＤの撮
像信号がプロセッサ装置へ供給される。このプロセッサ装置では、各種の信号処理を施し
たビデオ（映像）信号が形成され、このビデオ信号がモニタへ出力されることにより、モ
ニタ画面上で被観察体を観察することができる。
【０００３】
　このような電子内視鏡装置では、被観察体の像を拡大して観察するために、光学的拡大
（ズーム）機能（機構）や電子的拡大機能が採用されており、この光学的拡大機構は、対
物光学系に変倍用の可動レンズを組み込み、この可動レンズを線状伝達部材や直線アクチ
ュエータ等で駆動することにより、光学的に拡大した像を上記ＣＣＤの撮像面に結像させ
ることができる。なお、電子的拡大機能は、ＣＣＤで得られた画像を電子的画像処理にて
拡大するものであり、光学的拡大機能を有するスコープ、電子的拡大機能を有するプロセ
ッサ装置等、各種のスコープ及びプロセッサ装置が存在する。
【特許文献１】特開平８‐１５６１７号公報
【特許文献２】特開２０００‐２７０２５６号公報
【特許文献３】特開２０００‐２６７０１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、電子内視鏡装置では、スコープの先端部にＣＣＤ或いはＣＣＤ駆動回路
等の電気的熱源だけでなく、ライトガイドによって導かれた照明光が被観察体へ照射され
ることから、光学的な熱源があり、これらの熱源によってスコープ先端部が発熱し、ＣＣ
Ｄやその他の電子部品等に悪影響を与えたり、被観察体に熱傷を生じさせる恐れがある等
の問題がある。
【０００５】
　特に、内視鏡検査及び処置等では、先端部を被観察体に接近させた状態でスコープを使
用することが多く、また光学的拡大機構を用いる場合には、可動レンズの変倍位置が最近
点（Ｎｅａｒ端）へ近づく程、スコープ先端部が被観察体に近接することになり、この最
近点近傍での観察時間が長くなれば、照明光の照射或いはスコープ先端部の接近や接触に
よって、熱傷、炎症を引き起こす可能性もある。
【０００６】
　一方、内視鏡検査及び処置等において、光学的拡大を行わず、可動レンズの変倍位置を
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最遠点（Ｆａｒ端）に設定する場合には、遠くの被観察体を照明することから、比較的強
い照明光が必要となるが、光学的拡大機構を用いてスコープを被観察体に近接させた観察
をする場合には、それ程、強い照明光は必要ではない。
【０００７】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、光学的拡大を行う場合
に光源部からの照明光の出力を制限することにより、スコープ先端部の発熱を抑えると共
に、被観察体への照明光の照射量を少なくし、安全性の高い電子内視鏡装置を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、被観察体像を光学的に拡大する光学的
拡大（変倍）機構及び撮像素子が搭載される電子スコープをプロセッサ装置に接続可能と
し、光源及び絞りを有する光源部から出力される照明光に基づき被観察体を上記撮像素子
にて撮像する電子内視鏡装置において、上記プロセッサ装置に接続したスコープが光学的
拡大機構を搭載するか否かを認識するための認識手段と、光学的拡大機構を搭載するスコ
ープにより光学的拡大が実行されているとき、上記絞りの制御又は上記光源の出力制御に
より、上記光源部からの最大光量を光学的拡大が実行されていないときの最大光量よりも
低い光量に制限し、この制限光量以下で上記絞りにより照明光量を制御する光量制御回路
と、を設けたことを特徴とする。
　請求項２の発明は、光学的拡大率が高くなるのに応じて電子シャッタ速度を速くするこ
とを特徴とする。
　請求項３の発明は、上記光学的拡大機構を搭載するスコープの接続時において上記光源
部から出力される光量の全開状態が所定時間継続したとき、上記光量制御回路により最大
光量制限を実行するようにしたことを特徴とする。
　請求項４の発明は、光通過領域及び遮光領域が設定された最大光量制限用の回転遮光板
を設け、上記光量制御回路は、光学的拡大機構を搭載するスコープにより光学的拡大が実
行されているとき、上記回転遮光板を上記スコープに搭載されている撮像素子の最大蓄積
時間に対応した速度で回転させたときの該遮光板遮光領域により、光源部から出力される
最大光量を光学的拡大が実行されていないときの最大光量よりも低い光量に制限し、この
制限光量以下で上記絞りにより照明光量を制御することを特徴とする。
【０００９】
　上記発明の構成によれば、例えばプロセッサ装置は電子スコープとの間の情報通信によ
ってこのスコープが光学的拡大機構（機能）を搭載していることを検出、認識し、この光
学的拡大機構により光学的拡大が実行され、例えば変倍用可動レンズが最遠点（Ｆａｒ端
）以外の位置に駆動されているとき、光源部では、出力される最大光量の制限が行われる
。この最大光量の制限は、例えば絞り羽根の最大動作開口量を全開時の１／２、２／３等
に絞ることにより、又は光源ランプの最大点灯電圧を通常（定格）最大値の１／２、２／
３等に低下させることにより行われ、この制限制御された最大光量以内の範囲で、光量制
御が行われる。この結果、光源部で出力可能な最大光量の出力が抑制され、スコープ先端
部の発熱と被観察体への照明光の照射量を抑えることができる。なお、上記最大光量の制
限によって画像の明るさ（輝度）が不足する場合は、電子シャッタ速度の制御やビデオ信
号のゲイン制御等によって不足する明るさを補うことが可能である。
【００１０】
　請求項２の発明によれば、光学的拡大率が高くなるのに応じてシャッタ速度が高くなる
ので、最大光量を制限する場合でも、拡大率が高くなるに連れて顕著になる画像のブレが
防止できる。
　請求項３の発明によれば、光源部からの出力光量の全開状態（絞り羽根全開又はランプ
点灯電圧が通常最大値となる状態）が例えば所定時間（１分～数分）継続したとき、最大
光量制限を実行するようにしたので、変倍用の可動レンズが最遠点にあるとき（光学的拡
大不実行時）でも、最大光量の出力が抑制される。
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　請求項４の発明によれば、絞り制御、ランプ点灯電圧制御によらずに、回転遮光板によ
って最大光量の制限が実行できるという利点がある。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の電子内視鏡装置によれば、光学的拡大を行う場合に光源部からの照明光の出力
を制限することにより、スコープ先端部の発熱が抑えられるので、ＣＣＤやその他の電子
部品等に悪影響を与えることを防止でき、また被観察体への照明光の照射量が少なくなる
ので、被観察体に対する影響が可能な限り低減され、安全性の高い装置を得ることができ
るという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１には、第１実施例に係る電子内視鏡装置の構成が示されており、この電子内視鏡装
置は、被観察体内に挿入するための先端側挿入部を有する電子スコープ（電子内視鏡）１
０、光源装置を有するプロセッサ装置１２（光源装置が別体に構成される場合もある）、
モニタ１４等からなる。上記スコープ１０には、固体撮像素子であるＣＣＤ１５及びＣＣ
Ｄ駆動回路１６が設けられると共に、スコープ先端部から照明光を照射するためにライト
ガイド１７が配設される。また、上記プロセッサ装置１２に接続されるスコープ１０には
、光学的拡大（変倍）機構が搭載されたものと、光学的拡大（変倍）機構が搭載されてい
ないものがある。
【００１３】
　実施例の光学的拡大機構は、対物光学系の一部として配置されている可動レンズ１８、
この可動レンズ１８を前後移動可能に構成する駆動部１９、線状伝達部材２０、モータ等
を回転駆動する変倍（ズーム）駆動回路２１及び変倍スイッチ２２等から構成され、モー
タの回転を線状伝達部材２０によって駆動部１９へ伝達することにより、可動レンズ１８
を対物光学系の光軸方向に最遠点（Ｆａｒ端）から最近点（Ｎｅａｒ端）の位置まで前後
移動させる。これによれば、可動レンズ１８が最遠点位置にあるとき、像拡大しない通常
の撮像状態が得られ、この最遠点位置から最近点位置に可動レンズ１８を移動させるに従
って高い倍率の拡大像が得られることになる。また、スコープ１０には、スコープ動作に
関する各種の情報を格納する記憶媒体としてのＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ等）２３が設けられ
ており、このＲＯＭ２３内データの中に、当該スコープ１０が光学的拡大機構を搭載して
いるか否かの情報も格納されている。なお、光学的拡大機構を搭載しているか否かの認識
は、接続部の構造等の通信以外の認識手段で行うこともできる。
【００１４】
　上記プロセッサ装置１２には、上記ＣＣＤ１５からのビデオ信号を入力するＡ／Ｄ（ア
ナログ／デジタル）変換器２５、各種の映像処理を施すデジタルビデオプロセッサ（ＤＶ
Ｐ）２６、電子変倍機能が設けられている場合は電子変倍処理を行いかつ出力処理等を施
す信号処理回路２７等が設けられ、この信号処理回路２７の出力がモニタ１４へ供給され
る。
【００１５】
　また、このプロセッサ装置１２には、ＣＣＤ駆動回路１６等に与えられるタイミング信
号を生成するタイミングジェネレータ２９、マイコン３０が設けられており、上記タイミ
ングジェネレータ２９には、電子シャッタ制御回路が含まれる。この電子シャッタ制御回
路は、ＣＣＤ１５における電荷蓄積（露光）時間を制御（電荷掃出しと電荷読出しを制御
）することにより、例えば１／６０秒、１／１５０秒、１／３００秒、…というようなシ
ャッタ速度（露光時間）を可変制御するものである。第１実施例では、光学的拡大率が高
くなるのに応じてシャッタ速度が高くなるように設定制御し、像拡大時の画像のブレをな
くすようにしている。
【００１６】
　上記マイコン３０は、上記電子シャッタを制御すると共に、スコープ１０側との通信に
よってＲＯＭ２３に格納されているスコープ種類判別データを取得し、このスコープ種類
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判別データによってスコープ１０に光学的拡大機構が搭載されているか否かを判定する。
また、このマイコン３０は、上記変倍駆動回路２１にて実行される光学拡大の可動レンズ
１８の変倍位置を検出し、光学拡大時に、光源部から出力される最大光量を制限する制御
を行う。
【００１７】
　第１実施例の光源部として、光源ランプ３３、この光源ランプ３３の点灯電圧を可変制
御するランプドライブ回路３４、絞り羽根（絞り装置）３５、この絞り羽根３５の開口量
を例えばＰＷＭ（パルス幅変調）信号で制御する光量制御（アイリス制御）回路３６が設
けられており、この光量制御回路３６では、画像の明るさを調整する通常の光量制御が行
われる。即ち、マイコン３０は、ＤＶＰ２６で得られるビデオ信号の輝度信号等から画像
の明るさを検出し、この検出信号を光量制御回路３６へ出力しており、この光量制御回路
３６は、映像（画像）の明るさが一定となるように絞り羽根３５の開口量をＰＷＭ信号に
よって制御する。
【００１８】
　この光量制御回路３６では、同時に、像拡大時の最大光量の制限制御を実行しており、
マイコン３０は変倍駆動回路２１から得られた変倍位置が最遠点以外の位置であることを
検出したとき、最大光量制限の指令信号を光量制御回路３６へ出力する。これによって、
光量制御回路３６は、絞り羽根３５の最大開口量を例えば全開の半分（又は２／３、３／
４等）の位置に制限する。
【００１９】
　図２には、上記光量制御回路３６から出力されるＰＷＭ信号の拡大図が示されており、
図２（Ａ）のように、絞り羽根３５を全開にするためのＰＷＭ信号のパルス幅がｗＯであ
ったとすると、実施例の場合は、図２（Ｂ）のように、上記パルス幅ｗＯの半分の幅のパ
ルス幅ｗａを最大とするＰＷＭ信号が生成出力される。即ち、最大光量制限制御時には、
パルス幅ｗａを最大の幅としこれ以下のパルス幅のＰＷＭ信号によって、絞り羽根３５の
開口量制御（開閉制御）が行われる。
【００２０】
　第１実施例は以上の構成からなり、その作用を図３により説明する。図３には、マイコ
ン３０を中心とした制御が示されており、まずステップ１０１では、ＲＯＭ２３から読み
出したデータから、プロセッサ装置１２に接続したスコープ１０が光学的拡大機構を搭載
しているか否かが判定され、Ｎ（NO）のときは、電子シャッタの速度が例えば１／１００
秒に設定される（ステップ１０２）。一方、Ｙ（YES）のときは、ステップ１０３にて、
可動レンズ１８の駆動位置（変倍位置）が最遠点（Ｆａｒ端）であるか否かが判定され、
Ｙのときは、拡大しないときであるからシャッタ速度が１／６０秒に設定され（ステップ
１０４）、次のステップ１０５にて光量制御回路３６及び絞り羽根３５による通常の光量
制御が実行される。
【００２１】
　一方、上記ステップ１０３にて、Ｎのときは、次のステップ１０６で可動レンズ１８の
変倍位置が最近点（Ｎｅａｒ端）であるか否かの判定が行われ、Ｙのときは、電子シャッ
タ速度が１／３００秒に設定され（ステップ１０７）、Ｎ（最遠点と最近点の間）のとき
は、１／１５０秒に設定される（ステップ１０８）。なお、このシャッタ速度の設定は一
例であり、最近点に近づき、倍率が高くなるに連れてシャッタ速度が速くなるように設定
する。これにより、光学的拡大時に生じ易い画像のブレをなくすことができる。
【００２２】
　そして、次のステップ１０９では、光学的拡大が行われているとき、即ち変倍位置が最
遠点以外の位置にあるとき、最大光量制限が行われることになり、絞り羽根３５が設定さ
れる最大開口量が例えば全開の１／２に制限される。そして、ステップ１１０では、光量
制御回路３６及び絞り羽根３５による光量制御が実行され、最大開口量を全開の１／２と
した状態で、それ以下の開口量で光源部からの出力光量が制御される。このステップ１１
１では、ＤＶＰ２６で得られたビデオ信号の輝度情報から、映像の明るさは十分であるか
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否かの判定が行われ、Ｙのときは電子シャッタ速度が上記の１／１５０秒（ステップ１０
８）と１／３００秒（ステップ１０７）の何れかであるかの判定が行われ、ここでＹのと
きは光量制御（ステップ１１０）を継続し、上記のステップ１１１又は１１２でＮのとき
は、ステップ１１３にてシャッタ速度を低い（遅い）方へシフトする。即ち、シャッタ速
度が１／３００秒で明るさが不十分となる場合は例えば１／１５０秒、１／１５０秒で明
るさが不十分となる場合は例えば１／１００秒とする。これによって、最大光量を制限す
る場合でも、良好な明るさの映像が得られる。
【００２３】
　以上のように、第１実施例では、可動レンズ１８が最遠点以外の駆動位置、即ち拡大位
置にあるとき、光源部から出力される最大光量の制限を行うようにしたので、照明光の不
必要な照射が抑制され、被観察体に対する照明光の影響を低減できると共に、スコープ先
端部の発熱も抑制することが可能となる。上記実施例では、絞り羽根３５の開口量制御に
よって最大光量の制限を行うようにしたが、この最大光量の制限は、光源ランプ３３の点
灯電圧を低下させ、光源部からの出力光量を低減させることにより行うことができる。
【００２４】
　更に、第１実施例では、最大光量制限が行われていないときでも、光量全開の状態が所
定時間継続したとき、最大光量制限を実行しており、この動作が図４に示されている。
　図４において、ステップ１２１では、図３のステップ１０１と同様に、接続のスコープ
１０が光学的拡大機構を搭載しているか否かが判定され、ここでＹのときは、次のステッ
プ１２２にて最大光量制限が実行されているか否かの判定が行われ、ここでＮのときはス
テップ１２５へ移行し、一方ステップ１２２でＹのときはステップ１２３にて可動レンズ
１８が最遠点の位置にあるか否か判定が行われ、ここでＹのときに最大光量制限が解除さ
れる（ステップ１２４）。そして、次のステップ１２５では、光源部からの出力光量が全
開状態（絞り羽根３５が全開又は光源ランプ３３の点灯電圧が最大値となるとき）である
か否かの判定が行われ、更にステップ１２６にてこの全開状態が１分（或いは１．５分、
２分等）以上続いたか否かの判定が行われ、ここでＹのときに、最大光量制限が実行され
る（ステップ１２７）。
【００２５】
　これによれば、光学的拡大が行われていない場合でも、光源ランプ３３からの全開状態
が一定時間に制限されるので、先端部からの照明光の照射量を少なくすることができ、上
記光学的拡大時の最大光量制限と相俟って、スコープ先端部の発熱抑制と被観察体への影
響の低減を図ることが可能となる。
【００２６】
　図５には、最大光量を回転遮光板によって制限する第２実施例の構成が示されており、
この第２実施例は、図５のように、光源部において、半円状板をその円中心の軸で回転さ
せる構成にて１８０度の遮光領域と１８０度の光通過領域を有する遮光板４０をライトガ
イド１７の入射端と絞り羽根３５との間に配置すると共に、この遮光板４０を回転制御す
る遮光板回転数制御回路４１を設け、この遮光板回転数制御回路４１をマイコン４２で制
御するようにしたものである。また、この第２実施例では、スコープ１０が搭載するＣＣ
Ｄ１５の最大蓄積時間（ビデオ信号の１垂直同期期間）が例えば１／６０秒、１／３０秒
、１／２０秒等と異なる場合にも対応し、遮光期間の割合を一定にするようになっている
。
【００２７】
　図６には、上記遮光板４０からの光出力とＣＣＤ読出し制御（電子シャッタ速度制御）
との関係が示されており、図６（Ａ）に示されるように、実施例では、例えばＣＣＤ１５
の最大蓄積時間（１垂直同期期間）が１／６０秒のときは、光出力のオン（ＯＮ）とオフ
（ＯＦＦ）が１／１２０秒毎に繰り返される。そして、ＣＣＤ駆動回路１６では、図６（
Ｂ）に示されるように、１／１２０秒で電荷を掃き出した後、最大１／１２０秒の電荷蓄
積を行い、図６（Ｃ）のＣＣＤ読出しパルスＰｒにて蓄積した電荷を読み出すように制御
することになり、詳細な電子シャッタ制御を行う場合は、上記の１／１２０秒内において
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電子シャッタ速度が設定される。また、ＣＣＤ１５の最大蓄積時間が１／３０（１／２０
）秒のときは、光出力のオンオフが１／６０（１／４０）秒で繰り返され、最大１／６０
（１／４０）秒の電荷蓄積が行われ、詳細な電子シャッタ制御は、１／６０（１／４０）
秒内で行われる。
【００２８】
　図７には、第２実施例の動作が示されており、ステップ２０１にてプロセッサ装置１２
に接続したスコープ１０が光学的拡大機構を搭載しているか否かが判定され、次のステッ
プ２０２では、可動レンズ１８の変倍位置が最遠点にあるか否かが判定され、ここで、Ｎ
となり光学的拡大が行われているとき、最大光量の制限が行われる。即ち、ステップ２０
３では、上記ＲＯＭ２３から読み出したスコープ（ＣＣＤ特性）データから、ＣＣＤ１５
の最大蓄積時間が１／６０秒であるか否かの判定、また同様にステップ２０６では最大蓄
積時間が１／３０秒であるか否かの判定が行われ、上記ステップ２０３にてＹのときは、
遮光板４０の回転数を６０Ｈｚとし（ステップ２０４）、かつ電子シャッタ速度の上限を
１／１２０秒に設定する（ステップ２０５）。上記ステップ２０６にてＹのときは、遮光
板４０の回転数を３０Ｈｚとし（ステップ２０７）、かつ電子シャッタ速度の上限を１／
６０秒に設定し（ステップ２０８）、一方上記ステップ２０６にてＮのときは、遮光板４
０の回転数を２０Ｈｚとし（ステップ２０９）、かつ電子シャッタ速度の上限を１／４０
秒に設定する（ステップ２１０）。
【００２９】
　上記第２実施例では、画像の明るさを維持するための光量制御として、絞り羽根３５を
用いた開口量制御を行うだけでなく、電子シャッタ速度の上限値内における電子シャッタ
制御を行うことも可能である。この第２実施例によれば、回転遮光板４０の遮光によって
も、光学的拡大時における最大光量を制限した上で良好な明るさの被観察体画像を得るこ
とが可能になる。
【００３０】
　なお、本発明とは離れるが、第２実施例の遮光板４０による最大光量の制限を光学的拡
大時に限定せず、即ち図７のステップ２０１及び２０２の判定を行わずに、常に行うよう
にしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の第１実施例に係る電子内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【図２】第１実施例の絞り羽根の全開時と最大光量制御時を制御するＰＷＭ駆動信号を示
す波形図である。
【図３】第１実施例の動作を示すフローチャートである。
【図４】第１実施例において光学的拡大をしないときの最大光量制限の動作を示すフロー
チャートである。
【図５】第２実施例の電子内視鏡装置の一部の構成を示すブロック図である。
【図６】第２実施例の回転遮光板による光出力とＣＣＤ読出し制御（電子シャッタ速度制
御）におけるシャッタ速度の上限及び読出しパルスを示す図である。
【図７】第２実施例の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００３２】
　１０…スコープ（電子内視鏡）、１２…プロセッサ装置、
　１５…ＣＣＤ、　　　　　　　　１６…ＣＣＤ駆動回路、
　１８…可動レンズ、　　　　　　２１…変倍駆動回路、
　２３…ＲＯＭ、　　　　　　　　２６…ＤＶＰ、
　２９…タイミングジェネレータ、３０…マイコン、
　３３…光源ランプ、　　　　　　３４…ランプドライブ回路、
　３５…絞り羽根、　　　　　　　３６…光量制御回路、
　４０…遮光板、　　　　　　　　４１…遮光板回転数制御回路。
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